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Sheet1

		○豚飼養戸数、頭数の推移 ブタシヨウコスウトウスウスイイ																										○肥育豚飼養規模別飼養戸数、頭数の推移 ヒイクトンシヨウキボベツシヨウコスウトウスウスイイ																										（単位：千戸、％） タンイセンコ				○経営形態別豚飼養戸数・頭数の推移 ケイエイケイタイベツブタシヨウコスウトウスウスイイ																				○養豚における単一経営（80%）基準の割合 ヨウトンタンイツケイエイキジュンワリアイ										○地域別飼養戸数、頭数等の推移 チイキベツシヨウコスウトウスウトウスイイ								（単位：戸、千頭、％） タンイコセントウ										○1戸当たり飼養頭数の推移 コアシヨウトウスウスイイ										（単位：頭/戸） タンイトウコ				○農業経営者の年齢（単一経営） ノウギョウケイエイシャネンレイタンイツケイエイ						　　　（単位：％） タンイ												○認定農業者の営農類型別状況 ニンテイノウギョウシャエイノウルイケイベツジョウキョウ												（単位：戸、％） タンイコ						○子取り用雌豚飼養頭数規模別の将来の意向 コトヨウメスブタシヨウトウスウキボベツショウライイコウ										（単位：％） タンイ								○豚人工授精の動向 ブタジンコウジュセイドウコウ								○肥育豚生体１頭当たり生産性・収益性の推移 ヒイクトンセイタイトウアセイサンセイシュウエキセイスイイ								　　　（単位：円） タンイエン						○肥育豚生体１頭当たり生産費の飼養頭数規模別比較(14年)  (単位：円) ヒイクトンセイタイトウアセイサンヒシヨウトウスウキボベツヒカクネンタンイエン														○品種別飼養頭数割合の推移（肉豚） ヒンシュベツシヨウトウスウワリアイスイイニクトン												（単位：％） タンイ						○品種別系統造成状況 ヒンシュベツケイトウゾウセイジョウキョウ										○豚の能力（繁殖、肥育） ブタノウリョクハンショクヒイク										○純粋種豚頭数の推移 ジュンスイシュトントウスウスイイ														○登録件数の推移    （単位：頭） トウロクケンスウスイイタンイトウ																○能力検定の実施状況 ノウリョクケンテイジッシジョウキョウ

		区分 クブン								61年 ネン		H8年 ネン		9年 ネン		10年 ネン		11年 ネン		12年 ネン		13年 ネン		14年 ネン						区分 クブン						飼　　養　　戸　　数 カオサムトカズ										飼　　養　　頭　　数 カオサムトウカズ																		8年 ネン		9年 ネン		10年 ネン		11年 ネン		13年 ネン								12年 ネン		13年 ネン		14年 ネン								H11年 ネン				H14年 ネン				増減率 ゾウゲンリツ								H11		H12		H13		H14		年平均増減率 ネンヘイキンゾウゲンリツ						経営種年齢別構成比 ケイエイシュネンレイベツコウセイヒ																				農家戸数 ノウカコスウ		認定農業者数 ニンテイノウギョウシャスウ														将来の意向（おおむね5年後） ショウライイコウネンゴ																現状 ゲンジョウ		今後の意向 コンゴイコウ						区  分 クブン		労働費 ロウドウヒ		物財費 ブツザイヒ				費用合計 ヒヨウゴウケイ		所  得 トコロトク				区　分 クブン		費用 ヒヨウ						生産費 セイサンヒ		全参入　　　生産費 ゼンサンニュウセイサンヒ				区  分 クブン		45年 ネン		55年 ネン		２年 ネン		10年 ネン		11年 ネン		12年 ネン		13年 ネン				品    種 シナタネ		完成系統数 カンセイケイトウスウ		造成系統数 ゾウセイケイトウカズ						区　分 クブン		産子数 サンシスウ		１日当たり増体重 ニチアゾウタイジュウ		上物率 ジョウモノリツ				区　分 クブン		種　雄　豚 シュオスブタ				種　雌　豚 タネメスブタ								区  分 クブン		種豚登録 シュトントウロク		子豚登記 コブタトウキ				＊　「子豚登記」は純粋種で血統が コブタトウキジュンスイシュケットウ										後代検定 コウダイケンテイ		直接検定 チョクセツケンテイ		併用検定 ヘイヨウケンテイ		現場直接検定 ゲンバチョクセツケンテイ		合計 ゴウケイ

		豚飼養戸数（千戸） ブタシヨウコスウセンコ								74.2		16.0		14.4		13.4		12.5		11.7		10.8		10.0												9年 ネン		10年 ネン		11年 ネン		13年 ネン		14年 ネン		9年 ネン		10年 ネン		11年 ネン		13年 ネン		14年 ネン				戸数 コスウ		実数 ジッスウ		計 ケイ		15.7		14.1		13.1		12.3		10.6						豚飼養戸数　（A) ブタシヨウコスウ		11700		10800		10000								実数 ジッスウ		シェア		実数 ジッスウ		シェア		（11～14年） ネン																（11～14年） ネン				単一経営 タンイツケイエイ		40歳未満 サイミマン		40～49		50～59		60歳以上 サイイジョウ																				法人 ホウジン										拡大 カクダイ		現状維持 ゲンジョウイジ		縮小 シュクショウ		やめる		合計 ゴウケイ								現在人工授精利用している ゲンザイジンコウジュセイリヨウ		利用割合を増やしていく リヨウワリアイフ		38.2%										うち飼料費 シリョウヒ										うち労働費 ロウドウヒ		うち飼料費 シリョウヒ		合  計 ゴウケイ								ヨークシャー種 シュ		5.36		0.07		0.01		0.00		0.00		0.02		0.04				ランドレース種 シュ		19		11																昭和50年 ショウワネン		32.4		千頭 セントウ		513.3		千頭 セントウ						昭和55年度 ショウワネンド		33,390		179,223				　明らかなものについて登記を行う。 アキトウキオコナ								昭和60年度 ショウワネンド		288		3,877

				前年増減率（％） ゼンネンゾウゲンリツ						▲10.7		▲14.9		▲10		▲6.9		▲6.7		▲6.4		▲7.7		▲7.4				1～99頭 トウ						実戸数 ジツコスウ		2.5		2.1		1.9		1.6		1.4		135		129		121		118		104								子とり経営 コケイエイ		4.2		3.5		3.2		2.7		2.0						養豚単一経営（B） ヨウトンタンイツケイエイ										全　国 ゼンコク		戸数 コスウ		12,500		100		10,000		100		▲ 20.0						全　国 ゼンコク		790		838		906		961		6.8																										①		②		②/①		③		③/②						1～19頭 トウ																				現状維持 ゲンジョウイジ		56.6%				５年 ネン		5,269		25,069		19,168		30,338		5,518				全  体 ゼンカラダ		4,799		17,235		22,034		27,217		27,498				バークシャー種 シュ		1.16		0.15		0.48		2.23		2.84		3.06		2.83				大ヨークシャー種 ダイシュ		13		6								頭 トウ		ｇ		％				55		53.6				481.2								60		26,097		119,903												平成２年度 ヘイセイネンド		63		843

				子取用雌豚（千戸） コトヨウメスブタセンコ						64.8		14.1		12.7		11.9		11.0		10.3		9.5		8.8										構成比 コウセイヒ		17.9		16.3		15.6		15.1		14.4		1.4		1.3		1.2		1.2		1.1								肥育経営 ヒイクケイエイ		1.9		1.7		1.6		1.5		1.4						割合　　　（B/A） ワリアイ												頭数 トウスウ		9,879		100		9,612		100		▲ 2.7						北海道 ホッカイドウ		900		923		1,112		1,213		10.7				養　豚 オサムブタ		2.6		23.4		37.7		36.3										単一経営 タンイツケイエイ		養　豚 オサムブタ		5,150		1,941		37.7		660		34.0						20～49頭 トウ																		32.6%		利用割合を減らしていく		1.0%				９年 ネン		5,115		26,041		19,998		31,156		5,060				1～99頭 トウ		14,191		18,280		32,471		34,666		34,824				ランドレース種 シュ		11.39		7.00		1.80		2.42		1.09		0.93		1.22				デュロック種 シュ		5		3						昭和61年 ショウワネン		10.6		543		50.9				60		67.4				265.9								平成２年度 ヘイセイネンド		10,998		49,193				＊　「種豚登録」は子豚登記豚につ シュトントウロクコブタトウキブタ								５		3		73

				前年増減率（％） ゼンネンゾウゲンリツ						▲12.1		▲15.1		▲9.9		▲6.3		▲7.6		▲6.4		▲8.3		▲7.0				100～299頭 トウ						実戸数 ジツコスウ		2.4		2.3		2.1		1.8		1.7		522		502		465		421		410								一貫経営 イッカンケイエイ		9.7		8.9		8.4		8.1		7.2						資料：農林水産省「農業調査」、「農業動態調査」、「畜産統計」 シリョウノウリンスイサンショウノウギョウチョウサノウギョウドウタイチョウサチクサントウケイ										北海道 ホッカイドウ		戸数 コスウ		610		4.9		450		4.5		▲ 26.2						東　北 ヒガシキタ		708		771		843		954		10.5				酪　農 ラクノウ		7.3		29.0		32.5		31.2												酪　農 ラクノウ		23,980		9,586		40.0		469		4.9						50～99頭 トウ																				わからない		5.2%				10年 ネン		5,215		25,309		19,469		30,524		4,896				100～299頭 トウ		8,787		17,688		26,475		29,590		29,713				大ヨークシャー種 ダイシュ		1.72		1.66		1.40		1.03		0.83		0.87		0.68				バークシャー種 シュ		3		0						平成３年 ヘイセイネン		10.9		549		53.2				平成２年 ヘイセイネン		70.7				172.1								11		9,544		31,358				　いて一定以上の能力があるものに イッテイイジョウノウリョク								６		8		91

				肥育豚（千戸） ヒイクブタセンコ						44.0		11.8		10.8		10.2		9.7				8.7		8.2										構成比 コウセイヒ		17.2		17.6		17.3		16.8		17.4		5.3		5.1		4.7		4.3		4.3						構成比 コウセイヒ		子とり経営 コケイエイ		26.6		25.1		24.0		22.0		19.2																		頭数 トウスウ		549		5.6		546		5.7		▲ 0.5						関東・東山 カントウヒガシヤマ		729		777		849		908		7.6				肉用牛 ニクヨウギュウ		2.6		13.4		24.1		59.9												肉用牛 ニクヨウギュウ		27,330		3,623		13.3		340		9.4						100～199頭 トウ																		過去に人工授精を利用したことがあるが現在は利用していない カコジンコウジュセイリヨウゲンザイリヨウ		実施する予定がある ジッシヨテイ		20.8%				11年 ネン		5,036		23,957		18,072		28,993		4,872				300～499頭 トウ		6,576		17,918		24,494		29,321		29,548				ハンプシャー種 シュ		0.63		1.41		0.22		0.07		0.04		0.02		0.02				合成系統 ゴウセイケイトウ		1		0						８		10.7		548		58.4				７		56.9				107.2								12		10,202		33,290				　ついて登録を行う。 トウロクオコナ								７		8		137

				前年増減率（％） ゼンネンゾウゲンリツ						▲5.6		▲12.2		▲8.5		▲5.6		▲4.9				▲5.3		▲6.2				300～499頭 トウ						実戸数 ジツコスウ		1.6		1.5		1.5		1.3		1.2		694		670		646		539		576								肥育経営 ヒイクケイエイ		11.8		12.3		11.8		12.0		12.8																東　北 ヒガシキタ		戸数 コスウ		2,380		19.0		1,680		16.8		▲ 29.4						北　陸 キタリク		779		840		829		894		4.8				養　鶏 オサムニワトリ		4.3		15.5		37.0		43.2												養　鶏 オサムニワトリ		4,670		1,552		33.2		634		40.9						200～499頭 トウ																				良い精液の供給があれば実施したい ヨセイエキキョウキュウジッシ		17.8%				12年 ネン		4,912		22,770		16,811		27,682		5,588				500～1,000頭 トウ		4,891		17,497		22,388		27,124		27,439				デュロック種 シュ		1.00		1.10		1.18		0.95		1.35		1.41		1.21				合    計 ゴウケイ		41		20						12		11.1		608		51.0				12		52.4				114.4								13		11,463		35,125												８		15		163

		豚飼養頭数（千頭） ブタシヨウトウスウセントウ								11,061		9,900		9,823		9,904		9,879		9,806		9,788		9,612										構成比 コウセイヒ		11.3		11.7		12.2		11.9		12.4		7.1		6.8		6.6		5.5		6.0								一貫経営 イッカンケイエイ		61.8		62.8		64.4		66.0		67.6						○畜産経営における法人経営の割合（単位：％） チクサンケイエイホウジンケイエイワリアイタンイ												頭数 トウスウ		1,686		17.1		1,603		16.7		▲ 4.9						東　海 ヒガシウミ		886		931		966		1,005		4.3				稲　作 イネサク		2.3		15.5		27.4		54.8												その他畜産 タチクサン		1,670		195		11.7		92		47.2						500～999頭 トウ																		36.6%		情報を集めて検討したい ジョウホウアツケントウ		30.4%				13年 ネン		4,920		22,442		16,476		27,362		5,261				1,000頭以上 トウイジョウ		3,429		16,824		20,253		26,197		26,501				その他 タ		1.12		0.06		9.67		14.89		11.65		13.11		14.78				資料：農水省生産局調べ（平成15年７月現在） シリョウノウスイショウセイサンキョクシラヘイセイネンガツゲンザイ										13		11.1		605		56.1				16		50.6				139.3								資料：（社）日本種豚登録協会調べ シリョウシャニホンシュトントウロクキョウカイシラ																９		1		113

				前年増減率（％） ゼンネンゾウゲンリツ						3.2		▲3.4		▲0.8		0.8		▲0.3		▲0.7		▲0.2		▲1.8				500～999頭 トウ						実戸数 ジツコスウ		2.3		2.2		2.1		2.0		1.8		1,755		1,779		1,695		1,621		1,468				頭数 トウスウ		実数 ジッスウ		計 ケイ		9,845		9,759		9,846		9,823		9,728								法人経営の割合 ホウジンケイエイワリアイ								関東・東山 カントウヒガシヤマ		戸数 コスウ		3,460		27.7		2,760		27.6		▲ 20.2						近　畿 コンキ		508		529		502		536		1.9				資料：農林水産省「平成１４年農業構造動態調査報告書」 シリョウノウリンスイサンショウヘイセイネンノウギョウコウゾウドウタイチョウサホウコクショ																				小計 ショウケイ		62,800		16,897		26.9		2,195		13.0						1,000頭以上 トウイジョウ																				実施する可能性はない ジッシカノウセイ		31.0%				14年 ネン		4,799		23,337		17,235		28,136		8,492				資料：農林水産省「畜産物生産費調査」 シリョウノウリンスイサンショウチクサンブツセイサンヒチョウサ														雑種 ザッシュ		79.72		88.56		85.20		78.42		82.18		80.58		79.22														14		11.1		616		54.1				17		47.9				129.2																								10		1		96

				子取用雌豚（千頭） コトヨウメスブタセントウ						1,202		941		934		939		931		929		922		916										構成比 コウセイヒ		16.1		17.0		17.2		18.8		18.4		18.0		18.1		17.3		16.7		15.4								子とり経営 コケイエイ		587		593		578		555		497										うち1戸1法人の割合 コホウジンワリアイ								頭数 トウスウ		2,522		25.5		2,506		26.1		▲ 0.6						中・四国 チュウシコク		826		858		910		948		4.7																								稲　作 イネサク		1,150,820		17,310		1.5		458		2.6						合　計 ゴウケイ								0										これまで全く人工授精を利用していない マッタジンコウジュセイリヨウ		実施する予定がある ジッシヨテイ		9.2%				14年構成比 ネンコウセイヒ		17.1%		82.9%		61.3%		100.0%		－																		資料：家畜改良関係資料（各年２月１日現在） シリョウカチクカイリョウカンケイシリョウカクネンガツニチゲンザイ																												資料：（社）全国養豚協会調べ シリョウシャゼンコクヨウトンキョウカイシラ										18		47.2				132.6																								11		7		99

				前年増減率（％） ゼンネンゾウゲンリツ						▲2.0		▲3.0		▲0.8		0.6		▲0.9		▲0.2		▲0.8		▲0.6				1､000頭以上 トウイジョウ						実戸数 ジツコスウ		2.0		2.0		2.1		2.1		2.1		6,134		6,304		6,445		6,640		6,615								肥育経営 ヒイクケイエイ		796		852		797		819		896						畜　　産 チクサン		7.7		47.8						北　陸 キタリク		戸数 コスウ		380		3.0		330		3.3		▲ 13.2						九　州 キュウシュウ		901		941		1,041		1,055		5.5				○同居農業後継者の有無（単一経営） ドウキョノウギョウコウケイシャウムタンイツケイエイ												（単位：千戸、％） タンイセント								野　菜 ノナ		137,220		19,459		14.2		438		2.3						資料：（社）中央畜産会「養豚経営実態調査」 シリョウシャチュウオウチクサンカイヨウトンケイエイジッタイチョウサ																				良い精液の供給があれば実施したい ヨセイエキキョウキュウジッシ		6.9%				資料：農林水産省「畜産物生産費調査」 シリョウノウリンスイサンショウチクサンブツセイサンヒチョウサ																												注１：「その他」のほとんどは、海外ハイブリッド豚 チュウタカイガイブタ																																						19		43.8				118.6																								12		1		113

				　　肥育豚（千頭） ヒイクトンセントウ						10,026		8,194		8,172		8,268		8,258		8,209		8,214		8,028										構成比 コウセイヒ		14.3		15.4		16.9		19.8		21.3		62.9		64.0		65.6		68.2		69.3								一貫経営 イッカンケイエイ		8,462		8,314		8,471		8,450		8,336						　うち養　豚 オサムブタ		23.4		52.1								頭数 トウスウ		296		3.0		295		3.1		▲ 0.3						資料：農林水産省「畜産統計」 シリョウノウリンスイサンショウチクサントウケイ																		農 業 後 継 者 が い る ノウギョウゴツギシャ										同居農業後継者がいない ドウキョノウギョウコウケイシャ						果樹類 カジュルイ		157,080		13,660		8.7		229		1.7																								63.4%		情報を集めて検討したい ジョウホウアツケントウ		38.0%				注１：５年から対象農家を肥育経営農家から一貫経営農家へ変更 チュウネンタイショウノウカヒイクケイエイノウカイッカンケイエイノウカヘンコウ																												注２：「海外ハイブリッド豚」は、海外の育種会社によって、数品種を交雑した チュウカイガイブタカイガイイクシュガイシャスウヒンシュコウザツ																																						資料：家畜改良関係資料（各年２月１日現在） シリョウカチクカイリョウカンケイシリョウカクネンガツニチゲンザイ																														13		5		67

				前年増減率（％） ゼンネンゾウゲンリツ						4.6		▲ 3.3		▲ 0.3		1.2		▲ 0.1		▲ 0.6		0.1		▲ 2.3						うち2,000頭以上 トウイジョウ				実戸数 ジツコスウ		0.7		0.8		0.8		0.8		0.8		4271		4473		4527		4690		4730						構成比 コウセイヒ		子とり経営 コケイエイ		6.0		6.1		5.9		5.7		5.1				　		　　　酪　農 ラクノウ		3.6		68.7						東　海 ヒガシウミ		戸数 コスウ		970		7.8		780		7.8		▲ 19.6																						計 ケイ		計 ケイ		農業が主 ノウギョウシュ		他 産 業　が　主 ホカサンギョウシュ		他産業のみに従事 タサンギョウジュウジ		仕事に従事しない シゴトジュウジ								計 ケイ		1,507,920		67,326		4.5		3,412		5.1																										実施する可能性はない ジッシカノウセイ		45.8%				注２：調査期間は前年７月～当年６月 チュウチョウサキカンゼンネンガツトウネンガツ																												　　　合成系統 ゴウセイケイトウ

		１戸当たり コア				豚全体 ブタゼンタイ				149.1		618.8		682.2		739.1		790.3		838.1		906.3		961.2										構成比 コウセイヒ		5.2		5.9		6.8		7.9		8.6		43.8		45.4		46.1		48.2		49.5								肥育経営 ヒイクケイエイ		8.1		8.7		8.1		8.3		9.2						　　　肉用牛 ニクヨウギュウ		3.0		31.1								頭数 トウスウ		859		8.7		784		8.2		▲ 8.7																																						資料１：農家戸数は平成13年「農業構造動態調査報告書」 シリョウノウカコスウヘイセイネンノウギョウコウゾウドウタイチョウサホウコクショ																		○経営形態別の将来の意向 ケイエイケイタイベツショウライイコウ										（単位：％） タンイ								（社）日本種豚登録協会調べ シャニホンシュトントウロクキョウカイシラ

		飼養頭数 シヨウトウスウ						子とり雌豚 コメスブタ		18.5		66.8		73.5		78.9		84.6		90.2		97.6		104.3				肥育豚なし ヒイクトン						実戸数 ジツコスウ		3.3		2.9		2.5		1.8		1.6		519		462		447		389		375								一貫経営 イッカンケイエイ		86.0		85.2		86.0		86.0		85.7						　　　養　鶏 オサムニワトリ		30.5		32.5						近　畿 コンキ		戸数 コスウ		190		1.5		160		1.6		▲ 15.8																				平成14年 ヘイセイネン		2,249		1,230		160		762		205		103		1,019				　　２：認定農業者数は農業経営改善計画の営農累計別認定状況 ニンテイノウギョウシャスウノウギョウケイエイカイゼンケイカクエイノウルイケイベツニンテイジョウキョウ																				将来の意向（おおむね5年後） ショウライイコウネンゴ

				（頭）				肥育豚 ヒイクトン		227.9		694.4		756.7		810.6		851.3				944.1		979.0										構成比 コウセイヒ		23.3		22.4		20.7		17.4		16.4		5.3		4.7		4.6		4.0		3.9						資料：農林水産省「畜産統計」 シリョウノウリンスイサンショウチクサントウケイ																		　　　米麦作 コメムギサク		0.2		71.1								頭数 トウスウ		97		1.0		86		0.9		▲ 11.3																				平成13年 ヘイセイネン		2,291		1,288		167		784		217		120		1,004						（平成14年3月末現在） ヘイセイネンガツマツゲンザイ																		拡大 カクダイ		現状維持 ゲンジョウイジ		縮小 シュクショウ		やめる		合計 ゴウケイ

				資料：農林水産省「畜産統計」 シリョウノウリンスイサンショウチクサントウケイ																														実戸数 ジツコスウ		14.1		13.1		12.3		10.6		9.8		9,759		9,846		9,818		9,728		9,549						　注１：平成12年度は経営形態別の把握を行っていない チュウヘイセイネンドケイエイケイタイベツハアクオコナ																		　　　果　樹 ハタシキ		0.5		66.4						中・四国 チュウシコク		戸数 コスウ		770		6.2		610		6.1		▲ 20.8																				単一経営 タンイツケイエイ		100.0		54.5		6.9		34.2		8.8		4.7		45.5				　注１：単一経営とは、農産物販売金額１位の部門の販売金額が チュウタンイツケイエイノウサンブツハンバイキンガクイブモンハンバイキンガク																		家族経営 カゾクケイエイ

				注１：昭和61年の肥育豚の1戸当たり飼養頭数は、肥育豚を飼養する農家1戸当たりの総飼養頭数である。 チュウショウワドシヒイクトンコアシヨウトウスウヒイクトンシヨウノウカコアソウシヨウトウスウ																										合計 ゴウケイ				構成比 コウセイヒ		100		100		100		100		100		100		100		100		100		100						　注２：四捨五入の関係上合計が100%とならない場合がある。 チュウシシャゴニュウカンケイジョウゴウケイバアイ																		資料：農林水産省「2000年農業センサス」 シリョウノウリンスイサンショウネンノウギョウ												頭数 トウスウ		636		6.4		578		6.0		▲ 9.1																				うち養　豚 オサムブタ		100.0		46.8		20.0		14.1		6.5		6.2		53.0				　　　　農産物総販売金額の80%以上を占める農家 ノウサンブツソウハンバイキンガクイジョウシノウカ																		協業経営 キョウギョウケイエイ

				　２：８年の肥育豚飼養戸数前年増減率は対６年比年率換算 ネンヒイクトンシヨウコスウゼンネンゾウゲンリツタイネンヒネンリツカンサン																										資料：農林水産省「畜産統計」 シリョウノウリンスイサンショウチクサントウケイ																																																注　：販売金額1位部門での比較 チュウハンバイキンガクイブモンヒカク										九　州 キュウシュウ		戸数 コスウ		3,790		30.3		3,250		32.5		▲ 14.2																				　　酪　農 ラクノウ		100.0		49.6		25.7		11.9		5.1		6.8		50.4																						会社経営 カイシャケイエイ

				　３：13年の肥育豚飼養戸数前年増減率は対11年比年率換算 ネンヒイクトンシヨウコスウゼンネンゾウゲンリツタイネンヒネンリツカンサン																										注１：平成12年度は頭数規模別の把握を行っていない チュウヘイセイネンドトウスウキボベツハアクオコナ																																																												頭数 トウスウ		3,234		32.7		3,215		33.4		▲ 0.6																				　　肉用牛 ニクヨウギュウ		100.0		39.0		10.6		21.6		4.6		2.2		61.0																						合　計 ゴウケイ

				　３：平成12年は肥育豚飼養戸数の把握を行っていない ヘイセイネンヒイクトンシヨウコスウハアクオコナ																										注２：平成14年度は速報値 チュウヘイセイネンドソクホウチ																																																										資料：農林水産省「畜産統計」 シリョウノウリンスイサンショウチクサントウケイ																																　　養　鶏 オサムニワトリ		100.0		49.2		21.1		13.5		8.8		5.6		50.8																						資料：（社）中央畜産会「養豚経営実態調査」 シリョウシャチュウオウチクサンカイヨウトンケイエイジッタイチョウサ

				　４：平成14年は速報値 ヘイセイネンソクホウチ																																																																																				注：四捨五入の関係上合計が100%とならない場合がある。 チュウシシャゴニュウカンケイジョウゴウケイバアイ																																　　稲　作 イネサク		100.0		56.1		4.5		38.0		8.8		4.8		43.9

																																																																																																																								資料：農林水産省「平成１４年農業構造動態調査報告書」 シリョウノウリンスイサンショウヘイセイネンノウギョウコウゾウドウタイチョウサホウコクショ

																																																																																																																																																												○経営タイプ別の経営中止理由 ケイエイベツケイエイチュウシリユウ														（単位：％） タンイ

																																																																																												１１年 ネン		１２年 ネン		１３年 ネン		１４年 ネン																																																												高齢化 コウレイカ		後継者難 コウケイシャナン		経営主・家族の健康難 ケイエイシュカゾクケンコウナン		環境問題 カンキョウモンダイ		先行き不安 サキユフアン		儲からない モウ		負債が大きい フサイオオ

																																																																																						戸数 コスウ		北海道 ホッカイドウ				610		550		490		450

																																																																																								東北 トウホク				2380		2130		1920		1680																																																										経営中止全体 ケイエイチュウシゼンタイ

																																																																																								関東 カントウ				3460		3230		2980		2760																																																										資料：（社）中央畜産会「養豚経営実態調査」 シリョウシャチュウオウチクサンカイヨウトンケイエイジッタイチョウサ

																																																																																								北陸 ホクリク				380		360		350		330																																																										　注：回答方式は３点選択回答、回答者数を１００とする チュウカイトウホウシキテンセンタクカイトウカイトウシャスウ

																																																																																								東海 トウカイ				970		900		840		780

																																																																																								近畿 キンキ				190		170		170		160																																																										○養豚経営中止後の就労状況 ヨウトンケイエイチュウシゴシュウロウジョウキョウ

																																																																																								中四国 チュウシコク				770		720		660																																																												農業経営を
続けている ノウギョウケイエイツヅ				農業以外に
就労 ノウギョウイガイシュウロウ				仕事はして
いない シゴト				合計 ゴウケイ

																																																																																								九州 キュウシュウ

																																																																																						頭数 トウスウ		北海道 ホッカイドウ																																																																				資料：（社）中央畜産会「養豚経営実態調査」 シリョウシャチュウオウチクサンカイヨウトンケイエイジッタイチョウサ

																																																																																								東北 トウホク

																																																																																								関東 カントウ

																																																																																								北陸 ホクリク

																																																																																								東海 トウカイ

																																																																																								近畿 キンキ

																																																																																								中四国 チュウシコク

																																																																																								九州 キュウシュウ





Sheet2

				（１）繁殖能力 ハンショクノウリョク

						ランドレース				大ヨークシャー ダイ

						育成頭数
（頭） イクセイトウスウトウ		子豚総体重
（kg） コブタソウタイジュウ		育成頭数
（頭） イクセイトウスウトウ		子豚総体重
（kg） コブタソウタイジュウ

				現　在 ゲンザイ		10.2		59		9.8		58

				目標(令和12年度) レイワネンド		11.2		64		10.8		64

				資料：（一社）日本養豚協会が行う遺伝的能力評価事業で収集したデータによる シリョウ

				（２）産肉能力 サンニクノウリョク

						デュロック種 シュ

						１日平均増体重(g) ニチヘイキンゾウタイジュウ		飼料要求率 シリョウヨウキュウリツ		ロース芯の
太さ(ｃ㎡) シンフト		背脂肪層の
厚さ（㎝） セシボウソウアツ

				現　在 ゲンザイ		702		3.0		34		2.2

				目標(令和12年度) レイワネンド		760		2.9		35		2.0

				資料：（一社）日本養豚協会が行う遺伝的能力評価事業で収集したデータによる シリョウ

				注：１日平均増体重は生時を体重０kgとして算出した105kgまでの間の値 チュウニチヘイキンゾウタイジュウセイジタイジュウサンシュツアイダアタイ

				（３）総頭数 ソウトウスウ		(単位：万頭) タンイマントウ

				現　在 ゲンザイ		916

				今回目標(令和12年度) コンカイレイワネンド		853

				資料：農林水産省「畜産統計」 シリョウノウリンスイサンショウチクサントウケイ
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